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地域の概要（厚木市）

・人口２２万人の特例市

・農業産出額 29.7 億円

うち 豚 4.6 億円

（平成16年）

・乳用牛 17戸 550 頭

・肉用牛 3戸 140 頭

・ 豚 6戸 8,060 頭

（平成17年2月）



農場農場



経営の推移

・昭和３６年 肉豚３００頭の肥育で経営開始
・昭和３８年 法人化「有限会社 臼井農産」設立
・昭和４５年 母豚１００頭の一貫経営に転換
・昭和４８年 母豚２８０頭へ規模拡大
・昭和６０年 母豚５００頭へ規模拡大

この間に豚舎の増築、堆肥舎・浄化槽の設置・
増設等に取り組み現在にいたる



（有）臼井農産 労働力構成
（平成18年現在）

区分
経営主と
の続柄

年齢
農業従事
日数

作業担当 備考

本人 44 300
総括・糞尿処理
及び環境保全

役員

父 71
母 66 300 繁殖分娩管理 役員
妻 44 300 経理・加工販売
長男 23 100 見習い中
雇用 280 肥育管理
雇用 280 繁殖分娩管理
雇用 280 子豚管理
雇用 280 作業補助
臨時雇用 3人 600 営繕等

（今年6月死去）
構成員

従業員



環境対策の取組

浄化槽

固液分離機

密閉型発酵処理施設

オガ屑脱臭槽

オゾン脱臭装置

隣接する住宅地



環境対策の取組

未利用資源の有効利用により環境対策

敷料に利用

炭・コーヒー粕等



良質堆肥の循環利用

堆肥の循環利用

耕種農家・家庭菜園等で利用

堆 肥 舎

袋 詰 め

６ヶ月間堆積発酵



未利用資源の活用 ①

製パン工場からパン粉

・低リン、低タンパク飼料設計による環境負荷の低減低リン、低タンパク飼料設計による環境負荷の低減
と排泄量の減少と排泄量の減少

・未利用資源の有効活用による生産コストの低減未利用資源の有効活用による生産コストの低減

未利用資源を活用して自家配合飼料を設計給与
平成17年度 神奈川県畜産会 コンサルデータより

年間飼料費（県内比較データ）年間飼料費（県内比較データ）

項 　 　目 種 雌 豚 1頭 当 り飼 料 費 農 場 加 重 平 均 飼 料 単 価

（有 ）臼 井 農 産 1 8 4 ,0 0 0円 2 9円 ／ kg

A  農 家 2 6 4 ,0 0 0円 3 6円 ／ kg

B  農 家 2 6 7 ,0 0 0円 3 8円 ／ kg

C  農 家 3 0 1 ,0 0 0円 3 8円 ／ kg

D  農 家 3 5 9 ,0 0 0円 4 4円 ／ kg

E  農 家 3 4 9 ,0 0 0円 4 9円 ／ kg



食育事業への参加

給食残さを原料とした食品循環型飼料の利用を開始

食品循環型飼料給与

調理残さ

学校給食残さの飼料化

食べ残し

未利用資源の活用 ②



給食残さ有効活用食育モデル事業の内容

食育事業への参加



食育事業への参加

小学校教員・栄養士・行政担当者による農場視察



ランドレース種
ユメカナエル

大ヨークシャー種
カナガワヨーク

母豚に県系統造成豚を利用

仲間と共に「かながわ夢
ポーク」を生産

ブランド豚肉生産



ブランド豚肉生産

(農)高座豚手造りハムを設立

高座豚を復活し新たな特産品を販売

中ヨークシャー 種



地産地消の動き

市内豚肉専門料理店

おいしい地元産豚肉を消費者に



市内の精肉店
・レストラン

おいしい地元産豚肉を消費者に

地産地消の動き



消費者交流

農業体験・農場見学等の受入



組織活動

かながわトントンまつり

県内養豚のＰＲ活動



・未利用資源の活用
生産コスト・環境負荷の低減、食の循環

・トレーサビリティシステム導入
豚肉の安全・安心を確保する

・直販部門の開設
経営安定化や地域農業振興の発展を図る

・環境対策の強化
浄化槽処理水の公共下水放流

今後の課題

farm to table



ご清聴ありがとうございました


